
2022年細胞検査士資格更新申請について 

 

細胞検査士資格更新審査委員会委員長 

 

2022年は下記の方が対象となります． 

 

2022年細胞検査士資格更新対象者ナンバー 

（グレー・カード） 

1～8、9～68、195～272、440～584、913～1060、1354～1557 

2259～2457、3120～3457、4210～4452、5135～5349 

6051～6203、6749～6943、7686～7876、8613～8869、 

9559～9879 

             

  

 

 ①細胞診業務単位としては，以下のように規定されていま

す．いずれも1年間に取得できる単位の上限は25単位です． 

   a  常勤の場合 1 年間に 25 単位 

   b  非常勤の場合 

    1 ）週 5～6 日勤務の場合 1 年間に 25 単位 

    2 ）週 3～4 日勤務の場合 1 年間に 20 単位 

    3 ）週 1～2 日勤務の場合 1 年間に 15 単位 

 しかしながら，最近の社会情勢では雇用形態として常勤 

ポストが減少する傾向にあり，専任業務であっても“非常 

勤”として細胞診業務に従事されている場合があります． 

更新申請の際，“非常勤”の方であっても細胞診専任業務に 

従事されている場合は勤務状態を文書で申し出ていただけ 

れば，この点を勘案して資格更新審査をいたします．ただ 

し，資格更新に必要な所定の条件を満たしている方はこの 

限りではありません． 

  ②長期海外出張，病気療養，出産・育児などのため資格 

更新に必要な所定の出席回数（日本臨床細胞学会学術集会 

春期大会・秋期大会，細胞検査士教育セミナー，細胞検査 

士ワークショップのいずれかに5年間に 2 回以上）と業務・業

績などで規定の単位を満たせなかった方は，上記の理由と期間

を確認することのできる診断書，証明書，あるいは確認書など

を添えて学会事務局に申請してください．そのような書類が無

い場合は，登録専門医，地域連携組織長あるいは所属長などと

連名で事情説明書を提出してください．細胞検査士資格更新審

査委員会はこのような方を資格更新保留者と認定することがで

きます．なお，更新期間の延期・変更はありません. 

  

 新制度により，細胞検査士資格を更新できなかった方は， 

認定試験を 2 次試験から再受験できるようになりました． 

 ただし，日本臨床細胞学会をいったん退会された方は1次試

験からの受験が必要です。 

詳細については，学会事務局ホームページをご確認くださ

い． 

 

※自然災害等により更新に支障が発生した方は、その状況を記

載して更新手続き願います。審査会にて審議・検討いたしま

す。 

 

 

2022年度細胞検査士更新スケジュール（予定） 

2022年11月中旬 更新対象者に更新案内送付 

2022年12月15日 更新申請締め切り（必着） 

WEB申請で行う予定 

（Webで出来ない方は今まで通りで行う） 

2023年2月     更新審査会にて審査  

2023年3月中旬 更新結果送付（新細胞検査士カード等一

式）  

 

 

 

井 上 健 

 

 

 


